
石田義明

medium近似 (EMA)との関連などについて以下のような説明がcompactに行われた0

IYは-電子 Green関数を摂動展開した際,singlesiteなdiagramにっいての部分和をと

ったものであるが,その各項についてイオンの高次の配置相関はchain形の二体相関の

積ではいってお り近似としては荒い｡これに exclusioneffectを考慮 した場合,Rothに

よって導かれたEMAに一致することがわかり,EMAがCPA の非晶質系-の拡張であ

ることがわかる｡次に lYをmultibandに拡張 して,Femilevel付近での縮退 を考慮 し

た非単純液体のformulationができること,金属のband計算の有力な手段であるKKR

法とTBA法の間にある構造上の対応から,それに対 して, IY,CPAの近似を導入して

液体の場合-の拡張ができることなどについて論 じられた｡ なお詳 しい議論については

夏の学校のテキストにあげられている論文を参照されたい｡

(文責 明田雅昭 )

臨界現象における展開三陸論

講師 東大教養 阿 部 龍 蔵

(I) 7月29日(第1日日)

§1. 臨界現象の基本的概念

講義は終始 Isingmodel,Gaussianmodel--などのスピン系の臨界現象が扱われた｡

まず最初に,criticalexponentとscalinglawについての初歩的な説明がなされた. 例え

ば,状態方種瓦 multipsincorrelationfunctionのSCalinglaw,A-T-yd･符-2-‡

などの SCalinglawrelationが説明された｡

§2.Kadanoff-Wi)sonpicture

いわゆるKadanofftheoryと臨界指数 Vのきめ方について述べられたo Tc近傍で亡

は非常に大きいが, 4個の spinを1個の blockspinとみなせば,I(correlationlength)

は半分になり,取扱いが楽になる｡ originalspinの相互作用パ ラメーターをK,block

spihのそれをK.とすると･ flfQ()〕-i f(K)IKl-f(K) (Kの解析馳数 )が

成 りたち,これから･ 〟- Bn2/Pnl･ }… (% )Kcが得られるo
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§3. ガウス模型におけるくりこみ群変換

くりこみ群の手法が,ガウス模型-の適用を例にとって説明された｡スピン変数の変

換 Sn一 打q, Sn -N-1吉 oqeiqnによ-て,分配関数は･

zG- ∫(HdSm)expト音∑S三･与∑KJkSiSkつ

- fo exp弓 rq.<1(q2+ r)oq o-qつ

1

とかけるoすく Lql<1の O｡に関して積分 してしまい･ q′=2q,oq=Eo;｡の変

換を行 うと,-ミ/レトニアンは,〟- 〟′に変換される｡ また相関関数の変換から,

E′-÷Eとy-与が得られるo
§4. S4模型

くりこみ群の手法のS4模型-の適用が述べられ, γの E(-4-d)による表式を導

びくことが示された｡ ハミル トニアンは,

LyrOつ - - i-I (q2+ r)oqoq-ul a a a a
qlq2q3 q l q2q3 -q1-q 2~q3

とかかれ･ くりこみ群 変 換 の･ rgとugについての漸化式が導びかれるo固定点r*-

rL+1-rE,u*-u帥 -uLは･臨界点に対応するo d>4ならば, u了 0,u*-r*-0

であり, d<4ならば u * - EB9nC2, r*ニーi EBn2 であるo 漸化式を線型
し,

( 二cc;ll_-ur･*) - M ( 二言 '･ )

とする. 行列M の固有値と固有ベクトルを求める｡ correlationE-x(r,u) の変換よ
り,臨界指数 レの表式として,

y - ｣ 7-す + T2+ 0(62)
l E

2--3
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が,求められる｡

(文責 久貝正己)

(n) 7月 30日(第 2日目)

§5. FEYNMANGRAPHによる計算

まづ相関静数 Il(x)は T二二Tc で 1≪ x≪ E として,

I,(x)- <S(O)S(x)> - 1/x2ds

であるo ここにdsは今考えている系の次元数である｡ このフー リエ成分 Il(q)は,

q2ds-d- qn-2に比例することが期待 される｡ これを 符で展凱 てやると,

r(q)～三 11+ヴBnq+ 0(72)i
q

ここで 4pointfunction uKなるものが

定義される｡

u K …

T(0,0,0,0,r)connected

4日r(0,r)l2

I"(q)はpropagatorと考えられ q-0で,

q3

q2R < r(0,r)

T≒Tc のときは,帯磁率 を表わすo e+27

r(0,r)-1/, uKを実際に計算すると uK～T下司,今考えている系のノ､ミル トニ
アンを,

N - 一気 〔q 2 (1+q2)2+ r〕 oq o｡ - ‡ f(ro- r)oqo-｡

- U. / o a a a
qlq2q3 ql q2 q3 -q1-q2-q3

とすると甑 と/i(q:r)は,

uK～Xuo十M uo2両uo3+X- ぺuo3･ ･･･
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r(q‥r)一一 +且 uo+T ･e uo2+-1

Il

0(counter-part)

uoは,相互作用の大きさであるoグラフによりて uK を計算すると･

uK - u｡-36u.2fg2(q)～ u°+延 rBnr･す -ea 2r
17

q 47T2

- 6(÷+K′)× Pr- i

この uK とscalinglawからでてきた uK を比較 して uoを求める (matching)ことができ

る｡それによると, u.- % 28+- で 7-慧 となるo次に S2- sl2十-.･Sn2

とし,′､ミ/レトニアンを,

HI--uo2/rs12(x)+ ･･･+ sn(x)]2
Ⅹ

H-一喜子/q｢q2(1+q2)2+rov qi0-qi

- uo jfk/qlq2｡30qljOq 2jOq3k 0-q 1 -q2-q3

として,やは りグラフによりuK を計算すると,

(n十8)u㌔
uK - uo+

また, Il(q,0)は,

47T2

r(q,o)- 与 11+
(n十2)ug

Bnq+- i
q2 1 87T4

これとIl(q)の eXPeCtedform を比較 して,
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∩+2
62+o(E3)

2(∩+8)2
が得られた ｡ 次に Jの計算のや り方が示された ｡ その結論は,

∩+2
r - 1+ (∩+2)(nZ+22m1-52)

4(∩+8)3
82+

§6. ⊥ 展 開
∩

nが大きい極限では,

1 62 2 2

㌢= 1+す e+ す 十 ･- 2_E d-2

I,-1(q)- ro+∑(o)+q2+∑(q)- ∑ (o)

∑(q),∑(o)は self-energyである. グラフを用いて Tが計算でき,結果は

2くd<4 で Tニュ ー 4くd :T- 1
d-2 '

最後に 再 こ対する ⊥ 展開を行い･講義を終ったo T-Tc で r(q)α qり-2･ またn

r- Oで r-1(q)- q2+∑(qト ∑(0),ここに,

1 一 g(q-k)- ダ(k)
∑(q)-∑(0)-､｢ ∑

Nn k i/(k) ･ o(i)
n

T-1(q) ～ q 2+ ∑ (qト ∑ (0) α q2-ワ ニ q2( 1 - q bnq+ - )

との比較により, 3次元での結果は,

ワ ニ ｣ ｣ (i)2
37r2n

であった｡

･ o(三)
n
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